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平
成
18
年
度 

第
８
回 
定
例
班
長
会
議 

11
月
４
日
（
土
）
19
時
〜 

 

（
出
席
22
名 

欠
席
２
名
） 

  
 
 

…

議
題
… 

一
、
自
治
会
館
清
掃 

11
／
５
実
施
予
定
の
清
掃
（
ワ
ッ
ク
ス

が
け
等
）
に
つ
い
て
、
次
の
確
認
を
し
ま
し
た
。 

 

※
当
日
は
各
自
タ
オ
ル
持
参
の
こ
と 

 

※
清
掃
段
取
り
は
、
自
治
会
館
運
営
委
員
の
指
示
に
従
う
事 

 

二
、 

運
動
会
の
反
省
に
つ
い
て 

 

①
敬
老
会
・
双
葉
会
の
観
覧
席
…
暑
い
思
い
を
さ
せ
て
し
ま

い
反
省
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
テ
ン
ト
設
営
が
必
要
で
す
。 

 

②
幼
児
・
子
供
の
参
加
者
が
予
想
以
上
で
し
た
。
今
後
は
レ

ー
ス
数
の
増
加
と
、
レ
ー
ス
順
序
の
検
討
が
必
要
で
す
。 

 

③
模
擬
店
の
準
備
量
が
少
な
過
ぎ
ま
し
た
。（
特
に
焼
き
ソ

バ
は
130
食
用
意
し
ま
し
た
が･･･

） 

 

三
、 

携
帯
電
話
au
の
ア
ン
テ
ナ
（
鉄
塔
）
建
設
に
つ
い
て 

 

「
西
１
組
」（
み
春
野
方
面
）
の
世
帯
の
了
解
を
得
て
11
〜
12

月
に
設
置
予
定
…
（
ま
だ
着
工
し
て
な
い
よ
う
で
す
） 

（
問
い
合
せ
先
）
㈱
き
し
で
ん
（03-5319-1530

柴 

博
） 

四
、
光
ヶ
丘
班
に
あ
る
公
園
の
利
用
に
つ
い
て
苦
情 

▼
小
・
中
学
生
が
夜
遅
く
ま
で
遊
ん
で
い
る 

 

▼
個
人
の
庭
に
侵
入
し
た
り
う
る
さ
い
等
、
近
隣
の
迷
惑 

 

▼
小
さ
い
子
が
遊
べ
な
い 

・
・
・
等
で
す
。 

以
上
の
苦
情
を
受
け
て
町
会
と
し
て
次
の
措
置
を
し
ま
し
た
。 

① 

南
志
津
小
学
校
へ
の
（
指
導
注
意
の
）
申
し
入
れ 

② 

警
察
・
PTA
の
パ
ト
ロ
ー
ル
依
頼 

③ 

佐
倉
市
に
看
板
の
設
置
を
要
望 

…
そ
の
後
… 

町
会
の
要
望
を
受

け
て
、佐
倉
市
公
園
緑

地
課
が「
利
用
上
の
注

意
」を
書
い
た
看
板
を

設
置
し
ま
し
た
。 

尚
、
こ
の
公
園
は
、
宅

地
開
発
し
た
富
士
恒

産
が
造
っ
た
も
の
で

す
が
、当
団
地
内
の
ル

ー
プ
道
路
と
同
様
に

佐
倉
市
に
譲
渡
し
た

も
の
で
す
。従
っ
て
佐

倉
市
民
の
皆
さ
ん
が
利
用
で
き
ま
す
が
、
子
供
達
に
は
「
ル
ー

ル
を
守
っ
て
遊
ぶ
様
に
」
ご
指
導
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

 
 
 
 
 
 

 

 

平
成
十
八
年
度 

第
９
回 

定
例
班
長
会
議 

12
月
２
日
（
土
）
19
時
〜 

（
出
席
23
名 

欠
席
１
名
） 

 

…

議
題
… 

一
、
正
月
用
門
松
カ
ー
ド
の
配
布
に
つ
い
て 

 
町
会
長
が
一
括
し
て
受
け
取
る
の
で
、
各
班
長
が
12
月
28

日
ま
で
に
各
家
庭
に
配
布
す
る
事
に
し
ま
し
た
。 

 

二
、
会
計
報
告 

 

先
に
行
わ
れ
た
「
赤
い
羽
根
共
同
募
金
」
の
集
計
結
果
。「
上

志
津
原
町
会
の
募
金
額
は
25
万
３
千
16
円
で
し
た
」
と
千

葉
県
共
同
募
金
会
佐
倉
支
会
か
ら
報
告
が
き
ま
し
た
。 

温
か
い
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

三
、
世
帯
数
増
加
に
よ
る
班
編
成
見
直
し
に
つ
い
て 

 

西
２
組
と
西
６
組
は
、
現
在
で
も
世
帯
数
が
多
く
班
長
さ

ん
の
負
担
が
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
更
に
５
〜
６
世

帯
増
え
る
こ
と
が
確
実
で
、
共
に
40
世
帯
程
に
な
り
班
の

運
営
が
困
難
に
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
当
該
班
の
人
た
ち
に

集
ま
っ
て
も
ら
っ
て
、「
自
分
達
の
班
を
如
何
す
る
か
」
懇

談
会
を
し
て
決
め
て
も
ら
う
事
に
し
ま
し
た
。 

 

…
そ
の
後
…  

⑴ 

12
月
16
日 

西
２
組
と
西
６
組
の
合
同
懇
談
会
開
催 

＊
参
加
者
＝
両
方
の
班
か
ら
６
名
程
と
町
会
役
員
ほ
か
。 

＊
双
方
と
も
班
を
分
割
す
る
事
と
、分
割
の
線
引
き
が
決
定
。 

＊
こ
の
時
点
で
分
割
さ
れ
た
班
の
名
称
や
、
次
期
班
長
が
決

ま
ら
な
か
っ
た
と
こ
ろ
は
、
改
め
て
分
割
班
ご
と
の
班
内

懇
談
会
を
開
い
て
協
議
す
る
事
に
し
ま
し
た
。 

⑵ 

班
内
懇
談
会 

１
月
12
日
お
よ
び
15
日
に
そ
れ
ぞ
れ

開
催
さ
れ
、
最
終
的
に
は
次
の
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

◇
西
２
組
＝
岩
田
材
木
店
前
の
市
道
を
境
に
東
西
に
分
け
、 

そ
の
東
側
を
２
組
東
班
・
西
側
を
２
組
西
班
に･･･

。 

◇
西
６
組
＝
野
原
さ
ん
と
中
村
さ
ん
の
間
の
道
路
を
境
に

南
北
に
分
け
、
そ
の
北
側
を
吉
野
１
班
、
南
側
を
吉
野
２

班
と
し
ま
し
た
。
尚
、
吉
野
と
は
旧
住
居
表
示
で
こ
の
地

域
の
小
字
名
で
す
。 

＊
こ
れ
で
新
年
度
の
４
月
１
日
よ
り
、上
志
津
原
町
会
の
班

の
数
は
24
班
か
ら
26
班
に
な
り
ま
す
。 

 

四
、
集
合
住
宅
新
築
説
明
会 

原
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
か
ら
『
斉
藤
石
油
裏
の
集
合
住

宅
建
設
が
具
体
化
し
た
の
で
、
説
明
会
を
開
催
し
た
い
。

つ
い
て
は
説
明
会
案
内
の
回
覧
板
を
作
っ
た
の
で
、
東
地

区
の
全
世
帯
に
回
覧
し
て
欲
し
い
』
と
お
願
い
に
来
ま
し

た
の
で
、
協
力
す
る
事
に
し
ま
し
た
。 

 

五
、
新
年
度
町
会
長
の
選
出
方
法
に
つ
い
て 

※
町
会
規
約
第
７
条
に
は
、（
町
会
長
の
選
出
は
）「
班
長
会

の
決
議
に
よ
る
」
と
な
っ
て
い
て
、
必
ず
し
も
班
長
同
士

の
互
選
（
実
際
は
く
じ
引
き
）
で
な
く
て
も
良
い
の
で
は

な
い
か
と
の
意
見
が
出
ま
し
た
。 

※
但
し
、
具
体
的
な
方
法
が
示
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
互
選

が
継
続
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。 

※
本
年
度
の
班
長
会
で
結
論
を
出
す
の
は
時
間
的
に
無
理
な

の
で
、
次
年
度
町
会
に
（
一
般
公
募
や
推
薦
な
ど
の
）
具

体
的
な
問
題
提
起
を
し
て
い
く
事
に
し
ま
し
た
。 

 

上
志
津
原
町
会 

平
成
十
八
年
度
班
長
一
同 

本
年
も 

宜
し
く
お
願
い 

申
し
上
げ
ま
す 
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新
年
の
ご
挨
拶 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

上
志
津
原
町
会
会
長 

佐
藤 

恒
文 

 

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

 

旧
年
中
は
町
会
の
皆
様
方
の
暖
か
い
ご
支
援
を
賜
り
、
盆

踊
り
大
会
、
運
動
会
、
そ
の
他
町
会
の
主
な
行
事
を
無
事
終

了
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
日
頃
の
町
会
運
営
へ
の
ご
理
解

ご
協
力
に
対
し
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

光
ヶ
丘
班
、
栗
林
二
班
が
加
わ
り
、
上
志
津
原
も
大
き
く

変
わ
っ
て
い
き
ま
す
。
皆
様
と
共
に
力
を
合
わ
せ
て
、
温
か

で
心
の
通
う
「
住
み
や
す
い
上
志
津
原
町
会
」
で
あ
り
ま
す

様
、
役
員
一
同
も
頑
張
っ
て
参
り
ま
し
た
。
年
が
明
け
て
私

た
ち
の
任
期
も
あ
と
数
ヶ
月
に
な
り
ま
し
た
が
、
本
年
も
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

最
後
に
、
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
よ
り
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。 

今年も 
頑張るぞー！ 
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こ
の
日
本
舞
踊
は
樹
扇
会
の
方
々
で
す
が
、

樹
扇
会
の
発
起
人
だ
っ
た
斉
藤
重
子
さ
ん
は

年
末
の
12
月
23
日
に
急
逝
さ
れ
ま
し
た
。
斉

藤
さ
ん
は
こ
の
新
年
会
で
舞
う
事
を
大
変
楽

し
み
に
さ
れ
て
い
た
そ
う
で
、
直
前
で
叶
わ
な

か
っ
た
ご
無
念
は
察
す
る
に
余
り
有
り
ま
す
。 

新
年
会
に
は
夫
君
と
娘
さ
ん
が
重
子
さ
ん

の
遺
影
を
携
え
て
参
加
さ
れ
、
樹
扇
会
の
皆
さ

ん
の
舞
を
ビ
デ
オ
に
治
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

き
っ
と
御
霊
前
に
報
告
さ
れ
た
事
で
し
ょ
う
。

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。 

ご苦労様です 
大変ですねぇ。 

ウウン 
楽しい！ 

朝
９
時
半
、
料

理
作
り
の
真
っ

盛
り
で
し
た
。 

この会館の名前は次のうちどっち？ 
1番 ユートピア 2番 はらトピア 

子供達の演奏と合唱 

山下三好さん 

あけましておめでとうございます！ 
カンパーイ！ 祝

唄 横
川
さ
ん
の
世
界
に
陶
酔 

子ども達の書初め？です 

平
成
十
八
年
度 

第
10
回 

定
例
班
長
会
議 

１
月
13
日
（
土
）
19
時
〜 

（
出
席
24
名 

欠
席
な
し
） 

 

 
 
 

…

議
題
… 

一
、
新
年
会
の
打
ち
合
わ
せ 

 

①
役
員
の
集
合
時
刻
（
10
時
30
分
に
） 

②
役
割
分
担
の
確
認
を
し
ま
し
た
。 

 

二
、
南
志
津
小
学
校
よ
り
お
願
い 

 

上
志
津
原
地
区
で
転
入
児
童
の
情
報
が

あ
っ
た
ら
、
平
柳
校
長
宛
に
連
絡
を
お
願

い
し
た
い
と
の
事
で
す
。 

 

※
生
徒
数
が
40
名
以
下
だ
と
１
ク
ラ

ス
、
超
え
る
と
２
ク
ラ
ス
の
規
定
が
あ

り
、
同
校
は
６
学
級
中
４
学
級
が
微
妙
な

状
況
だ
そ
う
で
す
。
最
終
的
な
生
徒
数
を

早
く
把
握
し
て
「
先
生
や
教
室
の
手
当
て

を
し
た
い
」
と
い
う
事
の
様
で
し
た
。 

 

三
、
次
期
班
長
（
Ｈ
19
年
度
）
の 

定
例
班
長
会
議
出
席
依
頼
に
つ
い
て 

 

①
２
／
３
の
班
長
会
議
に
お
い
て
、
19

年
度
班
長
に
よ
る
役
職
互
選
会
議
。 

 

②
２
／
19
ま
で
に
新
役
員
分
担
名
簿
を

新
・
旧
役
員
に
配
布
予
定
。 

＊
事
前
に「
19
年
度
の
班
長
名
簿
」
と「
町 

会
役
員
職
務
内
容
一
覧
」
を
作
成
し
新

班
長
に
配
布
す
る
事
に
し
ま
し
た
。 

 

四
、
18
年
度
を
振
り
返
っ
て
・
・
・ 

全
員
の
感
想
を
発
表
し
あ
い
ま
し
た
が
、

多
か
っ
た
の
は
次
の
様
な
感
想
で
し
た
。 

①
今
ま
で
余
り
知
ら
な
か
っ
た
上
志
津

原
の
こ
と
が
良
く
分
か
り
ま
し
た
。 

②
多
く
の
知
り
合
い
が
で
き
、
楽
し
か
っ

た
。･･･

等
々
で
す
。 

 ◆
以
上
の
班
長
会
議
の
議
事
録
は
、
文
書

係
か
ら
の
提
供
で
す
。
記
事
は
紙
面
の

都
合
で
一
部
を
割
愛
し
て
い
ま
す
。 

･･･

広
報 

ヨ～オッ！ 

パン 

パン 

パン 

最後は３本締め 熱唱 

熱唱 
熱唱 

ビンゴゲーム 

へッへッへッ 
儲けたワイ 

新
年
会
開
催 

平
成
19
年
１
月
14
日
（
日
）「
上
志

津
原
町
会
新
年
会
」
が
、
は
ら
ト
ピ

ア
で
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
日

は
晴
天
に
恵
ま
れ
約
70
名
の
老
若

男
女
が
集
い
ま
し
た
。
佐
藤
町
会
長

の
挨
拶
、
山
下
三
好
さ
ん
の
乾
杯
の

音
頭
で
会
が
始
ま
り
、
中
村
流
の
皆

さ
ん
に
よ
る
「
日
本
舞
踊
」
小
学
生

有
志
の
「
合
唱
と
演
奏
」
横
川
俊
夫

さ
ん
に
よ
る
「
祝
唄
」
と
続
き
、
新

年
会
の
雰
囲
気
を
大
い
に
盛
り
上

げ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。 

 

宴
会
の
途
中
で
は
「
ク
イ
ズ
」「
ビ

ン
ゴ
ゲ
ー
ム
」
「
カ
ラ
オ
ケ
」
に
興

じ
和
気
藹
々
の
う
ち
に
「
宴
」
は
あ

っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
て
し
ま
い
ま

し
た
。 

 

平
成
19
年
「
亥
年
」
も
平
穏
な
年

で
あ
り
ま
す
よ
う
祈
念
し
、
最
後
に

「
三
本
締
め
」
に
て
新
年
会
は
お
開

き
と
な
り
ま
し
た
。 

参
加
し
て
下
さ
っ
た
皆
様
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
そ
し
て
班

長
の
皆
さ
ん
ご
苦
労
様
で
し
た
。 

 

･･･

文
書
係 

エーッ！ 
何だったっけ 

クイズ 
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防
災
訓
練
実
施
さ
れ
る 

 

去
る
12
月
10
日
（
日
）
AM

10
時 

よ
り
「
は
ら
ト
ピ
ア
」
に
て
佐
倉
市 

消
防
署
志
津
南
出
張
所
消
防
士
に 

よ
る
防
火
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
し 

た
。 

①
消
火
訓
練
は
、家
庭
用
消
火
器
説 

 
 

明
及
び
実
地
訓
練 

②
防
災
講
話
は
、主
に
地
震
対
策
に  

つ
い
て
と
、
家
庭
用
『
火
災
報
知 

機
設
置
の
義
務
付
け
』に
つ
い
て 

話
さ
れ
ま
し
た
。 

 

③
ま
た
今
回
は
、「
赤
十
字
奉
仕
団
」 

   

の
新
舘
さ
ん
達
に
災
害
時
の
非

常
食
を
実
際
に
作
っ
て
い
た
だ
き
、
参
加
者
に
配
布
さ
れ

ま
し
た
。 

『
災
害
は
忘
れ
た
頃
に
や
っ
て
く
る
』
常
日
頃
の
心
構
え
を

忘
れ
ず
、
緊
急
の
時
に
備
え
ま
し
ょ
う
。 

▼
尚
、
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
る
家
庭
用
火
災
報
知
機
に
つ 

い
て
は
、
町
会
で
一
括
購
入
を
検
討
し
て
い
ま
す
。 

（
個
々
に
購
入
す
る
よ
り
割
引
に
な
る
）  

…
文
書
係 

 
 
 

 

第
５
回
福
祉
ま
つ
り 

昨
年
の
11
月
５
日
、 

中
志
津
ふ
れ
あ
い
公
園 

で
志
津
南
地
区
社
会
福 

祉
協
議
会
が
主
催
す
る 

福
祉
ま
つ
り
が
中
志
津 

秋
祭
り
と
共
催
で
行
は 

れ
ま
し
た
。 

当
日
は
秋
晴
れ
の
下
、 

餅
つ
き
、
焼
き
そ
ば
等
、 

10
店
舗
の
模
擬
店
の
ほ 

か
地
区
在
住
の
皆
様
の 

ご
好
意
に
よ
る
献
上
品 

（
衣
類
、
食
器
類
、
置
物
等
多
数
）
等
の
販
売
（
バ
ザ
ー
）

で
、
活
気
に
あ
ふ
れ
終
日
賑
わ
い
ま
し
た
。
こ
れ
ら
売
り
上

げ
の
収
益
金
は
福
祉
車
両
の
購
入
資
金
と
し
て
積
み
立
て
ら

れ
ま
す
。 

    

此
の
福
祉
ま
つ
り
は
、
主 

に
上
志
津
原
、
中
志
津
（
１ 

丁
〜
７
丁
目
）志
津
グ
リ
ー 

ン
ハ
イ
ツ
、
の
３
地
区
（
志 

津
南
地
区
）に
お
住
ま
い
の 

皆
様
が
主
役
で
す
、
来
年 

（
平
成
19
年
）
も
同
時
期 

に
福
祉
ま
つ
り
は
開
催
さ 

れ
ま
す
一
度
出
か
け
て
見 

ま
せ
ん
か
。 

 
 
 
 

・
・
・
・（
Ｎ
） 

  ニ
ュ
ー
ス
ト
ピ
ッ
ク
ス 

こ
の
号
が
配
布
さ
れ
る
頃
に
は
終
了
し
て
い
る
と
思
い
ま
す

が
、
昨
年
末
に
か
け
て
次
の
工
事
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。 

➊ 
ガ
ス
管
新
設
工
事 

原
・
南
原
団
地
の
市
道
及

び
私
道
に
、角
栄
ガ
ス
㈱
が

ガ
ス
管
の
新
設
工
事
を
し

ま
し
た
。 

こ
の
後
は（
希
望
が
あ
れ

ば
）個
人
住
宅
に
引
き
込
む

工
事
が
実
施
さ
れ
る
見
込

み
で
す
。 

 

➋ 

道
路
改
修
工
事 

上
志
津
原
２
‐
700
号
線
（
渡
部
鉄
興
前
を
南
北
に
走
る
市
道
）

の
U
字
溝
の
更
新
及
び
路

面
の
再
舗
装
を
し
ま
し
た
。 

こ
の
通
り
は
排
水
が
悪
く

大
雨
の
時
は
道
路
の
冠
水

が
頻
発
し
て
い
た
為
、３
年

前
か
ら
改
善
の
申
請
を
出

し
て
い
た
そ
う
で
す
。 

こ
の
よ
う
に
申
請
か
ら

施
工
ま
で
相
当
期
間
か
か

り
ま
す
の
で
、早
め
に
要
望

し
た
方
が
い
い
で
し
ょ

う
。 

 
 

・
・
・（
Ｍ
） 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

街
灯
関
連
ニ
ュ
ー
ス 

ⅰ 

街
灯
の
一
部
を
佐
倉
市
に
移
管
（
良
い
ニ
ュ
ー
ス
） 

 

上
志
津
原
十
字
路
か
ら
千
葉
市
に
至
る
、
佐
倉
市
道
１
‐
10

号
線
沿
い
の
街
灯
13
灯
が
、
平
成
19
年
４
月
１
日
よ
り
佐

倉
市
に
移
管
さ
れ
る
事
に
な
り
ま
し
た
。 

 

こ
の
事
に
よ
っ
て
電
気
料
金
は
市
の
負
担
と
な
り
ま
す
。 

 
 
 

（
市
と
の
掛
け
合
い
ご
苦
労
様
で
し
た
。･･･

広
報
） 

ⅱ 

19
年
度
よ
り
街
灯
補
助
率
の
改
定
（
悪
い
ニ
ュ
ー
ス
） 

 

改
定
と
は
補
助
率
を
下
げ
る
と
い
う
も
の
で
す
。
経
済
不

況
？
原
油
高
騰
等
に
よ
り
補
助
率
を
下
げ
ざ
る
を
得
な
い
と

の
事
で
す
が
…
。（
多
分
佐
倉
市
の
財
政
問
題
） 

◎
例
え
ば
…
20
ワ
ッ
ト
蛍
光
灯
の
場
合
の
補
助
は 

 

電
気
代
等
は
80
％
が
75
％
に
、
設
置
費
・
修
繕
費
は
70
％

か
ら
50
％
に
、
そ
れ
ぞ
れ
補
助
率
が
引
き
下
げ
ら
れ
ま
す
。 

・
・
・
街
灯
係
よ
り 

 

大
東
建
託
㈱ 

集
合
住
宅
新
築
工
事
説
明
会 

物
件 

➊ 

場
所
＝
幸
野 

建
築
主
＝
内
野
福
寿
さ
ん 

 

本
物
件
の
説
明
会
は
去
る
３
月
26
日
に
実
施
し
て
お
り
ま

す
が
、
当
時
説
明
し
た
造
成
計
画
内
容
が
変
更
に
な
り
、「
原

ま
ち
づ
く
り
委
員
会
」の
説
明

会
や
り
直
し
要
請
に
、大
東
建

託
が
応
え
た
も
の
で
す
。 

 

＊
開
催
日
時
＝
11
月
12
日 

＊
開
催
場
所
＝
は
ら
ト
ピ
ア 

＊
出

席

者
＝
幸
野
班
を 

 

中
心
に
約
10
名
と
、「
原 

ま
ち
づ
く
り
委
員
会
」「
町 

会
役
員
」
14
〜
15
名 

 
 

◆
主
な
変
更
点
は
、 

①
開
発
地
域
の
拡
大
…
３
棟 

22
戸
が
24
戸
に 

②
排
水
経
路
の
変
更
…
当
初

独
自
の
排
水
路
を
造
り
、
県
道
の
Ｕ
字
溝
に
直
接
つ
な
ぐ
と

し
て
い
た
が
、
途
中
か
ら
既
存
の
Ｕ
字
溝
に
つ
な
ぎ
た
い
。 

と
言
う
も
の
で
す
。 

▼
質
疑
応
答
で
は
②
の
排
水
経
路
に
つ
い
て
、
大
東
建
託
側
に

認
識
の
間
違
い
が
あ
り
、
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
が
現
場
写
真

を
提
示
し
て
納
得
し
た
と
言
う
一
幕
も
あ
り
ま
し
た
。 

▼
変
更
計
画
通
り
に
施
工
さ
れ
る
と
、
大
雨
の
時
「
道
路
の

冠
水
」
が
住
民
の
皆
さ
ん
の
心
配
す
る
と
こ
ろ
で
す
が
、

但
し
こ
れ
は
行
政
の
問
題
。
双
方
が
市
に
働
き
か
け
て
い

く
事
で
工
事
は
予
定
通
り
着
工
さ
れ
る
見
込
み
で
す
。 

（
着
工
し
急
ピ
ッ
チ
で
進
行
し
て
い
ま
す
） 

 

物
件 

➋ 

本
物
件
は
以
前
か
ら
話
し
が
あ
り
ま
し
た
が
、
開
発
が
い

よ
い
よ
具
体
化
し
た
も
の
で
、
開
発
の
要
旨
は
以
下
の
通
り

で
す
。 

①
場
所
…
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
「
斉
藤
石
油
」
の
北
側
一
帯 

②
建
築
主
＝
斉
藤
善
徳
さ
ん 

施
工
者
＝
大
東
建
託
㈱ 

③
開
発
面
積
…
約
２
千
60
坪 

④
用
途
…
集
合
住
宅
６
棟
建
設 

木
造
２
階
建
（
2×4
工
法
） 

８
世
帯×

５
棟 

６
世
帯×

１
棟 

計
46
戸 

⑤
工
事
期
間
…
着
工
予
定
＝
平
成
19
年
２
月
下
旬 

 
 
 
 
 
 

竣
工
予
定
＝
平
成
19
年
９
月
20
日 

本
物
件
の
説
明
会
は
次
の
よ
う
に
実
施
し
ま
し
た
。 

開
催
日
時
：
平
成
18
年
12
月
17
日
（
日
）
午
後
６
時
〜 

開
催
場
所
：
は
ら
ト
ピ
ア 

出

席

者
：
東
地
区
住
民
約
30
世
帯
約
35
名
と
、「
ま 

ち
づ
く
り
委
員
会
」「
町
会
役
員
」
14
〜
15
名
が
出
席 

▼
活
発
な
質
問
・
要
望
が
出
さ
れ

ま
し
た
が
、大
東
側
が
概
ね
応

え
て
い
た
よ
う
で
大
き
な
混

乱
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

▼
但
し
、こ
ち
ら
も
排
水
経
路
の

勾
配
が
心
配
で
、平
面
図
だ
け

で
な
く
断
面
図
の
提
示
な
ど
、

着
工
前
に
再
度
説
明
会
を
開

催
す
る
事
に
な
り
ま
し
た
。 

 

※
尚
、
完
成
後
は
両
者
と
も
「
賃

貸
住
宅
」
に
な
り
ま
す
の
で
、
定

住
す
る
入
居
者
は
少
な
い
と
思

わ
れ
ま
す
。従
っ
て
地
域
へ
の
愛

着
は
薄
く
自
治
活
動
に
と
っ
て

は
頭
の
痛
い
問
題
で
す
。
こ
う
し
た
人
達
と
本
町
会
と
の
関

わ
り
（
処
遇
）
を
ど
の
様
に
整
理
し
て
い
く
の
か
？ 

今
「
原

ま
ち
づ
く
り
委
員
会
」
が
、
模
索
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

 
 

…
以
上
「
原
ま
ち
づ
く
り
委
員
会 

事
務
局
」 

盛況だったバザー 

12/17の説明会 

11/12の説明会 



№ 4            上 志 津 原 た よ り             第３３８号 

私
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
お
ば
あ
ち
ゃ
ん 

南
志
津
小
学
校
６
年 

渡
辺 

絵
里
菜 

  

私
の
家
は
７
人
家
族

で
、お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
と
一
緒
に

暮
ら
し
て
い
ま
す
。私
の

お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
、昔
か

ら
新
聞
配
達
を
し
て
い

て
私
が
寝
て
い
る
時
か

ら
家
を
出
る
時
ま
で
ず

っ
と
働
い
て
い
ま
す
。 

 

お
父
さ
ん
に
聞
く
と
、

小
さ
い
頃
か
ら
眠
る
時

間
を
削
っ
て
働
い
て
い
た
そ
う
で
す
。
私
が
小
学
校
３
年
生

く
ら
い
の
と
き
に
勤
め
て
い
た
会
社
を
定
年
退
職
し
て
、
昼

は
畑
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。 

 

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
や
お
父
さ
ん
に
言
わ
せ
る
と
、
お
じ
い
ち

ゃ
ん
は
働
く
事
が
元
気
の
源
だ
と
い
い
ま
す
。そ
う
い
え
ば
、 

私
も
お
じ
い
ち
ゃ
ん
が

「
つ
か
れ
た
」
と
言
っ

た
こ
と
を
聞
い
た
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。
お
じ

い
ち
ゃ
ん
の
も
う
ひ
と

つ
の
元
気
の
源
は
お
酒

だ
と
皆
は
言
っ
て
い
ま

す
。一
生
懸
命
働
い
て
、

一
日
の
最
後
に
お
酒
を

飲
む
、
こ
れ
が
一
番
だ

と
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
言

い
ま
す
。 

 

私
に
は
ま
だ
お
酒
の

味
は
分
か
り
ま
せ
ん
が

好
き
な
物
を
頂
く
た
め

に
頑
張
る
姿
勢
は
素
敵

だ
な
と
思
い
ま
す
。
た

だ
、
飲
み
す
ぎ
は
ち
ょ

っ
と
心
配
で
す
。 

私
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、

少
し
前
に
働
い
て
い
た

会
社
を
や
め
て
、
今
は

畑
仕
事
を
手
伝
っ
て
い
ま
す
。
少
し
足
の
具
合
が
悪
い
け
れ
ど
、

心
は
毎
日
元
気
で
、
毎
日
冗
談
や
面
白
い
話
を
し
て
い
ま
す
。

き
っ
と
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
と
っ
て
話
す
こ
と
が
生
き
が
い
な
ん

だ
、
と
お
母
さ
ん
は
言
い
ま
す
。 

 

で
も
、
怒
る
と
と
て
も
怖
い
で
す
。
家
中
に
響
く
よ
う
な
大

声
で
怒
鳴
り
ま
す
。
私
は
そ
ん
な
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
を
た
ま
に
う

る
さ
く
感
じ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
お
と
な
し
い
お
ば
あ
ち

ゃ
ん
を
想
像
す
る
と
す
こ
し
怖
い
気
が
し
ま
す
。
バ
イ
ク
で
ど

こ
ま
で
も
行
っ
て
し
ま
う
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
で
す
が
交
通
事
故

の
こ
と
な
ど
を
考
え
る
と
、
心
配
で
す
。
十
分
に
気
を
つ
け
て

運
転
し
て
ほ
し
い
で
す
。 

 

普
段
は
照
れ
く
さ
く
て
な
か
な
か
伝
え
る
こ
と
が
出
き
ま

せ
ん
が
い
つ
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
小
さ
い

頃
の
話
を
聞
く
と
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
た
く
さ
ん

あ
っ
て
覚
え
て
い
な
い
の
も
多
い
の
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
は
私

が
お
じ
い
ち
ゃ
ん
や
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
出
来
る
こ
と
が
い
っ

ぱ
い
あ
る
と
思
う
の
で
感
謝
を
形
に
か
え
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。・
・
・
畑
仕
事
の
お
手
伝
い
以
外
で
・
・
・ 

 

だ
か
ら
、
こ
れ
か
ら
も
元
気
で
一
緒
に
笑
っ
て
、
一
緒
に
お

い
し
い
物
を
食
べ
て
、
楽
し
く
仲
よ
く
暮
ら
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

…
終
り 

      

原
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
の 

委
員
を
公
募
し
ま
す
！ 

 

▼
は
じ
め
に
…
当
委
員
会
発
足
の
い
き
さ
つ  

一
昨
年
の
春
頃
か
ら
突
然
宅
地
造
成
が
始
ま
り
、
そ
れ
に
つ

れ
て
関
連
す
る
ト
ラ
ブ
ル
も
発
生
し
ま
し
た
。
当
時
は
町
会
長

だ
っ
た
中
山
さ
ん
や
有
志
の
藤
谷
さ
ん
が
対
応
し
て
き
ま
し

た
が
、
造
成
計
画
が
次
々
に
明
る
み
に
な
り
、
個
人
で
の
対
応

は
難
し
く
な
り
ま
し
た
。
又
、
開
発
業
者
も
個
人
で
は
軽
く
見

る
傾
向
が
あ
り
、
組
織
と
し
て
の
対
応
が
必
要
で
し
た
。 

又
、ト
ラ
ブ
ル
対
応
だ
け
で
無
く
、入
居
し
て
来
ら
れ
た
方
々

と
自
治
会
（
町
会
）
と
を
ス
ム
ー
ズ
に
融
合
さ
せ
る
仕
事
も
重

要
で
、
対
応
が
不
適
切
だ
っ
た
た
め
町
が
バ
ラ
バ
ラ
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
事
例
も
あ
る
ほ
ど
で
す
。
本
来
こ
う
し
た
仕
事
は
自

治
会
の
役
目
で
す
が
、
現
在
の
町
会
で
受
け
持
つ
に
は
負
担
が

大
き
過
ぎ
ま
す
。
更
に
開
発
は
年
度
を
ま
た
い
で
長
期
間
続
き

ま
す
。
毎
年
総
入
れ
替
え
シ
ス
テ
ム
の
町
会
が
、
毎
年

〱
同

じ
認
識
・
同
じ
対
応
で
事
に
当
る
の
は
不
可
能
で
す
。 

そ
う
し
た
事
情
か
ら
「
一
括
し
て
対
応
で
き
る
、
恒
久
的
な

組
織
の
存
在
が
不
可
欠
」
と
し
て
、
一
昨
年
の
９
月
、
当
時
の

中
山
亜
茂
町
会
長
・
藤
谷
良
弘
さ
ん
の
呼
び
か
け
で
結
成
さ
れ

た
の
が
「
原
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
」
な
の
で
す
。 

▼
最
近
は
町
会
全
体
の
懸
案
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す 

現
在
の
町
会
は
、
任
期
１
年
と
い
う
シ
ス
テ
ム
と
未
経
験
者

が
大
半
と
い
う
事
も
あ
っ
て
、
問
題
処
理
機
能
に
限
界
が
あ
り

ま
す
。
特
に
、
大
き
な
懸
案
事
項
は
問
題
先
送
り
に
な
り
が
ち

で
す
。
そ
う
し
た
事
か
ら
町
会
案
件
の
対
応
を
、
当
委
員
会
に

問
う
（
諮
問
す
る
）
ケ
ー
ス
が
多
く
な
っ
て
き
た
の
で
す
。 

 

▼
こ
れ
か
ら
幅
広
い
人
材
が
必
要
で
す 

当
初
は
、
宅
地
開
発
に
伴
う
問
題
を
対
処
す
る
為
の
組
織
で

し
た
が
、
前
述
の
様
に
町
会
の
諮
問
機
関
的
な
役
割
も
帯
び
て

き
ま
し
た
。
そ
う
な
る
と
町
会
各
層
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
・
ご

協
力
が
不
可
欠
で
、
今
回
の
公
募
に
至
っ
た
次
第
で
す
。 

こ
れ
か
ら
も
町
会
か
ら
諮
問
さ
れ
る
事
が
増
え
て
く
る
と
思

わ
れ
ま
す
。
当
委
員
会
と
し
て
も
、
そ
れ
に
出
来
る
だ
け
応
え

た
い
（
答
申
し
た
い
）
と
考
え
て
い
ま
す
。
完
全
な
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
で
恐
縮
で
す
が
、「
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の
為
に
一
肌

脱
ご
う
！
」
と
お
考
え
の
方
、
お
知
恵
を
貸
し
て
く
だ
さ
い
。 

▼
ご
入
会
は
、
町
会
の
会
員
で
あ
れ
ば
何
方
で
も 

①
但
し
、
会
議
に
概
ね
出
席
で
き
る
方
で
な
い
と
、
活
動
で
き

な
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。（
会
議
は
第
３
土
曜
日
の
19
時
か

ら
が
多
い
で
す
） 

又
、
絶
対
条
件
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

メ
ー
ル
通
信
で
き
る
方
な
ら
更
に
好
都
合
で
す
。 

②
お
申
し
込
み
は
、
２
月
末
ま
で
に
当
委
員
会
事
務
局
の
松
田

肇
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
☎ 

＊
＊
＊
‐
＊
＊
＊
＊ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
原
ま
ち
づ
く
り
委
員
会 

事
務
局
） 

 

 

新
規
サ
ー
ク
ル
紹
介 

平
成
17
年
の
１
月
号
で
、
こ
の
町
の
全
て
の
サ
ー
ク
ル
・
同

好
会
等
を
紹
介
し
ま
し
た
が
、
こ
の
度
そ
れ
以
来
始
め
て
の
新

規
サ
ー
ク
ル
が
誕
生
し
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。 

                    

お
知
ら
せ 

転
入
（
上
志
津
原
へ
よ
う
こ
そ
） 

光
が
丘
班 

赤 

平 

伸 

行 

さ
ん 

 

平
成
18
年
12
月 

 
 

〃  
  

麻 

生 

健 

一 

さ
ん     

（
以
下
同
） 

 
 

〃  
 

藤 

原 

矩 

行 

さ
ん   

 
 

〃 
  

青 

山 

和 

夫 

さ
ん   

 
 

〃 
  

梅
津
ス
サ
ー
ナ 

さ
ん   

 
 

〃 
  
 

林 
 

哲 

也 

さ
ん   

西
１
組
班 

 

林 
 
 

弘 
 

さ
ん 

  

平
成
19
年
１
月  

 
 
 

編 

集 

後 

記 
 

新
年
会
当
日
、
所
用
が
あ
っ
て
９
時
半
頃
は
ら
ト
ピ
ア
に

立
ち
寄
り
ま
し
た
が
、
流
し
台
付
近
は
既
に
宴
会
の
お
料
理

作
り
の
真
っ
盛
り
で
し
た
。「
ご
苦
労
さ
ん
、大
変
で
す
ね
え
」

と
声
を
か
け
る
と
佐
藤
町
会
長
の
奥
さ
ん
か
ら
「
ウ
ウ
ン 

楽
し
い
！
」
と
、
嬉
々
と
し
た
声
が
返
っ
て
き
ま
し
た
。
皆

さ
ん
「
ペ
チ
ャ
ク
チ
ャ

〱
〱
」
確
か
に
楽
し
そ
う
で
し
た
。 

班
長
に
な
っ
て
10
ヶ
月
足
ら
ず
、
こ
う
も
打
ち
解
け
る
も
の

か
と
感
心
し
、
こ
れ
こ
そ
町
会
活
動
の
あ
る
べ
き
姿
か
な
と

思
い
ま
し
た
。
年
明
け
早
々
「
美
し
い
日
本
」
を
見
さ
せ
て

頂
き
、
晴
々
と
し
た
気
分
で
し
た
。 

  
 
 
 
 

（
Ｍ
） 

 

絵に興味のある方、パステ 

ル画を始めてみませんか？ 

幼い頃のクレヨン感覚で楽し 

く気楽に描けます。ゆとりの 

時間を癒しの時間に変えて人 

生を豊かに過ごしましょう。 

会の名称：秋桜 〔コスモス〕 

レッスン：はらトピア  

第１・第３火曜 ＡＭ10:00～12：00 

入会金：1,000円  会費1,000円 

（はらトピアの使用料金・親睦会・写生会等に使います） 

定員数：10名  

発起人：松本 愛子 ☎ ＊＊＊-＊＊＊＊  熊田てるよ 

 

パステル画サークル会員募集！ 

★
こ
の
敬
老
作
文
は
、
去
る
10
月
15
日
の
敬
老
会
の
式
典
で

朗
読
さ
れ
た
も
の
で
す
。
前
号
の
濱
道
由
実
さ
ん
の
作
文
に
続

い
て
、
今
号
に
渡
辺
絵
里
奈
さ
ん
の
作
文
を
紹
介
し
ま
し
た
。 

式
典
で
は
２
人
が
朗
読
し
ま
し
た
が
、
２
人
と
も
上
志
津
原

の
子
供
た
ち
だ
っ
た
な
ん
て
…
何
だ
か
鼻
が
高
い
で
す
ね
。 


